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令和元年度　磐田市立岩田小学校　学校評価書
　＊「Ａ＝かなり当てはまる　Ｂ＝まあ当てはまる　Ｃ＝あまり当てはまらない　Ｄ＝ほとんど当てはまらない」として各自が評価

目標・取組 評価指標（教師側の表現） Ａ＋Ｂの％

子どもは、分からないことをそのままにし
ないで、教師に聞いたり、自分で調べたり
して解決している。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
夢
い
っ
ぱ
い

4
子どもは、自信をもって自分の考えを発
言している。

1

磐田市
共通

子どもは、外国語活動の授業が楽しいと
思っている。

磐田市
共通

○「分からないことをそのままにしない」ためには、分
からないことを「わからない」と素直に言える教師の学
級づくりが大切である。同時に「分からないこと」は
「学びのチャンス」でもある。友達や教師とともに解決
していく楽しさや、分かるようになるうれしさを感じ取
ることができるような授業を進め、自信をもって自分
の考えを発表することができる子どもたちを育ててい
く必要がある。

○「自信をもって自分の考えを発言する」子供の数値
が昨年度より下がっている。来年度から実施される新
しい学習指導要領でも、主体的・対話的で深い学びを
通して、学びの質を高める授業改善が求められてい
る。子供同士の「聴き合う」「学び合う」関係づくりは、
学級づくりとも関連があるが、子供の「伝えたい」「言
いたい」という意欲を高めるためには、日頃の授業を
いかに充実させるかが鍵となる。そのために教師自
身もより授業改善に取り組まなければならない。

3

2

子どもは、授業の内容がよく分かってい
る。

学校関係者評価委員から自己評価

・友達と学び合い、課
題を解決していく学習
をとおして、新しい学
習指導要領で求めら
れていく力を育ててい
くことについては、重
要なことである。一
方、基礎基本の定着・
確実に身に付けさせ
たいことについては、
しっかり力を付けても
らいたい。
・学力の二極化が心
配されるので、特に低
位の子の底上げを図
る指導を大切にして
ほしい。

子どもは、授業が楽しいと思っている。

6

備考

磐田市
共通

磐田市
共通

重点

学
び
合
う
子

10

考察・改善策

☆子ども同士が学び合
う授業

☆聴く力の育成

「授業の内容が分かる」
９５％

「分からないことをその
ままにしない」９０％

子どもは、友達の良さに気付き、自分も
取り入れようとしている。

学級や学校には、お互いにルールを守
り、協力する雰囲気がある。

11

子どもは、家庭や地域で進んであいさつ
をしている。

磐田市
共通

7
自分は、個に応じた細かな支援・指導をし
ている。

13

子どもは、自分の良さを１つ以上言うこと
ができる。

磐田市
共通

子どもには、学校に相談できる人がいる。
磐田市
共通

自分は、子どものことを理解し、指導にあ
たっている。

☆自己肯定感の向上

「自分のよさを１つ言え
る」８０％

「友達のよい行いに気付
き、自分もやろうとした」
９０％

12

9

仲
良
く
助
け
合
う
子

○子供のよさを認め、表れを価値付けするプラス発
信に心掛けた結果、「学校が楽しい」「自分のよさ」
「子ども理解」の項目で、児童・保護者・教員ともに昨
年度より数値が向上した。その一方で、学校生活を
楽しく感じていない子供がいることも事実（５％）であ
る。この事実を学校は謙虚に受け止める必要があ
る。日ごろから子供たちの様子をよく見つめ、その子
に応じた働き掛けをするなど、より積極的な子供理解
に努めなければならない。

〇挨拶に対する子供たちの意識が高まっている。２
学期から、「挨拶が自慢の学校にしよう」と、学校全体
で挨拶を大切にしてきた結果といえる。朝の登校時に
は「○○先生、おはようございます。」と名前を呼んだ
り、相手としっかり目を合わせて挨拶をしたりする子
が増えている。この成果が、実際の姿としてさらに家
庭や地域にも広がっていくようＰＴＡとも連携して取り
組んでいきたい。

・最近の世の中は、コ
ミュニケーション能力
の低い人が増えてい
る。ちょっとした会話で
人とのやり取りをする
ことができない。その
力を大切に育ててほ
しい。

・下校時に元気な挨
拶をしたり、学校での
出来事を話してくれた
りする。困っていると
声を掛けてくれる優し
さがあるのがうれし
い。

・昔は異年齢の集団
で遊び、いろいろなこ
とを学んだ。多様なか
かわりをもつことで、
成長すると思う。

8 子どもは、学校に楽しく通っている。
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心
も
体
も
健
や
か
な
子

子どもは、自分に合った目標を立て、健
康で安全な生活を送っている。

磐田市
共通

磐田市
共通

○本校は運動場に加え芝生広場もあり、運動をする
環境がある。また、健康チェックを活用し、自分の体
に関心をもつようにしている。その結果、子供たちは
外遊びで一輪車や短縄跳び、ボール遊び等、運動に
親しんでいる。

○本校が長年取り組んできた一輪車への取組を核と
しつつ、時期に応じた運動（水泳・持久走・短縄跳び
等）を一年を通じて計画的に確実に行うことで、体力
の向上や粘り強く運動する態度を育成していきたい。
同時に、体育の時間には運動量の確保を念頭に置
き、本校児童の課題である持久力の向上に力を入れ
ていきたい。

15

☆目標に向けてねばり強く
運動する態度の育成

☆自分で判断し、健康で安
全な生活を送ることができ
る子の育成

「自分に合った目標を立
て、運動に取り組めた」９
０％

「自分に合った目標を立
て、健康で安全な生活を送
ることができた」９０％

17

22
子どもは、「笑顔いっぱい　夢いっぱい」
の子に育ってきている。

子どもは、自分に合った目標を立て、運
動に取り組んでいる。

・地域の人と人とのつ
ながりがだんだん薄
れてきていると感じ
る。また、孫が小学校
にいない高齢者の世
帯は、学校から聞こえ
る子供の声に元気を
もらっている。学校を
核として、今後もつな
がりを大切にしていき
たい。

○「住んでいる地域の歴史や自然への関心」の項目
で、児童の評価が低い。学習や活動が「岩田地区な
らでは」であり、「岩田地区のよさ」につながることを、
子供自身がが実感できるような学習を続けていきた
い。来年度は、縦割りグループで地域を巡る「岩っ子
ウォーク」の再開を予定している。自分たちの住む地
域の人・こと・施設等と関わることで、地域を知る活動
も大切にしていきたい。

○ＨＰや学校便りで学校で目指そうとしている子供の
姿や教育方針を伝えるようにした結果、保護者の評
価が前年度より向上した。今後も積極的に情報を発
信し、理解を得られるようにしていきたい。

・地域で遊ぶ子供
の姿をあまり見掛け
ない。体を動かした
遊びを大切にして
ほしい。

・地域の自然の中
で遊ぶことも大事な
経験であると思う。
しかし最近は安全
面の配慮が必要な
ため、難しいのが現
状である。

16

18

19

子どもは、今住んでいる地域の歴史や自
然について関心がある。

○信頼にこたえる

・向陽学府小中一貫教
育
・コミュニティ・スクール
（地域と目標・育ちを共
有）

開
か
れ
た
学
校

学校で目指そうとしている子どもの姿や
教育方針について知っている。

子どもは規則正しい生活を心掛けてい
る。


